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　国産材の利用が進み、木材自給率が上昇傾向で推移する中、森林資源の持続的な利用を確保していく
ためには、伐採後の再造林が重要です。
　再造林を進めていくにあたっては、植栽から下刈りまでにかかる高いコストや林業従事者の高齢化等
による人手不足などの課題を解消していく必要があります。このため、早生樹の利用、特定母樹（エリー
トツリー等）由来の苗木の供給、下刈の機械化など造林の低コスト化・省力化の取組を進めています。
　また、林野庁では、このような取組に加えて、異分野の人材との協働など、再造林のあり方を変える
取組を始めています。本稿では、その中の一つ、林業関係者と異分野人材の共働による事業開発プログ
ラム「Sustainable Forest Action（ＳＦＡ）」について御紹介します。

～異分野人材との協働による造林の課題解決～

“Sustainable 
Forest Action”
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異
分
野
の
技
術
・

ア
イ
デ
ィ
ア
の
導
入
促
進

　
近
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
新
技
術
の
発
展
・

活
用
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
林
業
分
野
は
、
他

産
業
と
の
交
流
の
機
会
が
乏
し
く
こ
れ
ら
の
新
技
術

の
導
入
が
十
分
に
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
林
業
の
う
ち
特
に
人
力
に
頼
る
造
林
に
お
い

て
も
、
こ
れ
ら
異
分
野
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
導
入
・
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

森
林
・
林
業
の
関
係
者
が
難
し
い
と
考
え
て
い
た
課

題
に
つ
い
て
、
発
想
も
し
え
な
か
っ
た
解
決
策
が
生

ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、
昨
年

夏
か
ら
、
林
業
関
係
者
と
異
分
野
人
材
の
協
働
に

よ
る
事
業
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Sustainable Forest 

Action

（
Ｓ
Ｆ
Ａ
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
夏
に
事
業
を
開
始
し
て
か
ら
の
経
過
は
次
の

通
り
で
す
。

８
月

　

林
業
課
題
の
解
決
の
事
業
化
に
高
い
関
心
を
有
す

る
者
を
募
集
。
森
林
組
合
や
苗
木
生
産
者
な
ど
の
林

業
関
係
者
、
も
の
づ
く
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
Ｉ
Ｔ
関
係

の
専
門
家
な
ど
異
分
野
人
材
か
ら
１
０
０
名
前
後
の

応
募
が
あ
り
、
69
名
の
参
加
者
を
決
定
。

９
月
上
旬

　

応
募
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
、
関
心
や

意
向
、
技
術
能
力
等
に
応
じ
た
14
の
チ
ー
ム
を
編
成
。

９
月
下
旬

SFAの
仕組み

SFAの
プログラム

SFAの
流れ
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林
業
の
業
界
や
課
題
の
説
明
、
事
業
開
発
の
講
義
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
内
容
と
す
る
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
を
東
京
と
京
都
で
開
催
。

９
～
11
月

　

各
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
造
林
分
野
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
実
施
。

こ
の
間
、
林
業
体
験
会
、
中
間
段
階
で
の
進
捗
確
認

を
目
的
と
す
る
合
同
合
宿
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。
ま
た
、

新
規
事
業
開
発
経
験
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
等
に
よ
る
メ

ン
タ
リ
ン
グ
（
助
言
）
に
よ
り
、
各
チ
ー
ム
の
事
業

案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
経
て
、
昨
年
12
月
、
14
チ
ー

ム
が
、
投
資
家
な
ど
の
審
査
員
に
対
し
て
事
業
案
を

説
明
す
る
デ
モ
デ
イ(

最
終
審
査
会)

に
参
加
し
ま

し
た
。
デ
モ
デ
イ
で
は
、
造
林
作
業
に
従
事
す
る
者

の
健
康
管
理
・
労
務
管
理
を
行
う
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の

開
発
な
ど
現
場
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
事
業
ア
イ

デ
ィ
ア
の
ほ
か
、
森
林
所
有
者
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
森
林
や
造
林
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
開
発
、
森
林
内
を
走
行
す
る
電

動
式
の
ム
ー
バ
ー
の
開
発
、
森
林
所
有
者
へ
の
収
益

の
還
元
を
可
能
と
す
る
木
材
流
通
の
最
適
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
様
々
な
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
予
選
・
決
勝
戦
と
二
段
階
で
行
わ
れ
た
審
査
の
結

果
、
環
境
教
育
の
体
験
学
習
の
場
と
し
て
、
自
伐
林

家
の
現
場
を
活
用
し
、
自
伐
林
家
の
収
入
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
で
、
伐
採
再
造
林
を
促
す
ビ
ジ
ネ
ス
や

森
林
所
有
者
向
け
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
三
つ
の
ビ
ジ

“Sustainable Forest Action” ～異分野人材との協働による造林の課題解決～

林業体験会（静岡県島田市）

中間合宿 東京

林業体験会（岡山県西粟倉村）

中間合宿 京都

キックオフ京都 キックオフ東京
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ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
入
賞
チ
ー
ム
に
対
し
て
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
か

ら
の
協
賛
金
に
よ
り
、
事
業
化
に
向
け
た
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
で
は
、
法
人
化

や
人
材
・
資
金
の
確
保
な
ど
の
体
制
づ
く
り
や
、
試

験
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
な
ど
具
体
的
な
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
チ
ー
ム
以
外
の

チ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
実
証
等
を
行
い
事

業
化
を
目
指
す
な
ど
、
意
欲
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
の
取
組

　
こ
の
よ
う
に
、Ｓ
Ｆ
Ａ
の
実
証
に
よ
り
、造
林
分
野

に
お
い
て
も
異
分
野
の
方
々
の
参
画
を
促
し
、新
た
な

事
業
開
発
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、そ
の
余
地
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。こ
の
た
め
、林
野
庁
で
は
、こ
の
よ
う
な
異
分
野
の

方
々
の
参
加
に
よ
る
事
業
開
発
に
つ
い
て
、さ
ら
な
る

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、

事
業
化
に
向
け
た
実
証
的
な
取
組
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
Ｓ
Ｆ
Ａ
の
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ
や
事
業

開
発
の
取
組
に
対
し
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

　
造
林
の
現
場
課
題
の
解
決
に
向
け
、
斬
新
な
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

を
お
考
え
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

集合写真

審査員からの様々な質問に応じる発表者 決勝進出チームによるプレゼンテーション

SFA デモデイの様子
（事務次官による開会挨拶）
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入賞チームと事業の概要

“Sustainable Forest Action” ～異分野人材との協働による造林の課題解決～

チーム名 チームメンバー 事業概要

最
優
秀
賞
受
賞
チ
ー
ム

「
森
が
た
り
」

上原　郁磨氏
（リデン株式会社・
ソフトバンクテク
ノロジー株式会社）
小島　淳史氏

（自営業・フィール
ドワーカー）
田中　優哉氏

（林野庁より有志
参加）

　環境教育に興味があるユー
ザーに対して、バーチャル学
習、現場での伐採・造林の体
験、伐採した材を加工した家
具をユーザーに届けるなどの
コンテンツを提供。その現場
に自伐林家の森林を活用す
ることで、自伐林家の収入を
アップさせ、伐採・再造林を促
す。

優
秀
賞
受
賞
チ
ー
ム

「
森
も
視
守
る〝
ま
も
り
〟」

木下　裕介氏
（住友商事株式会社）
石井　一成氏

（住友商事株式会社）
森下　昌彦氏

（株式会社NSD）
向井　祐貴氏

（株式会社NSD）

　アナログでバラバラに存在
する森林情報を、森林所有者
が見やすく、デジタルで確認
できるアプリ。個人の森林所
有者が、適切な森林管理や相
続・売買について、アプリ上で
専門家に相談できるようにな
ることで、再造林の放棄を防
ごうとするもの。

優
秀
賞
受
賞
チ
ー
ム

「
森
の
コ
イ
ン
」

井上　達哉氏
（VUILD
株式会社COO）
谷　　茂則氏

（谷林業株式会社／
一般社団法人大和
森林管理協会）

　山林の価値を自動評価し、
森林所有者へコミュニティ
通貨「森のコイン」を発行する
サービス。このサービスを通
じて、地元を離れる森林所有
者と林業関係者との繋がりを
再構築し、誰もが地域や企業
の森づくり活動に参加するこ
とができるようになる事業。

スポンサー一覧
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